
【戦評シート】 

平成 １７年 ５月 ５日（木） 協会名： 能代市 バスケットボール協会 

場 所：能代市総合体育館 記入者：田中 晃喜 
 

チームＡ     チームＢ  

 新潟商業  ６７ ８２  ＢＧ７４  
    

２０ － ２４ 
１９ － １９ 
１５ － ２３ 
１３ － １６     

   
スターター チームＡ： ４ ５ １０ １１ １２ 
 チームＢ： ５ ９ １３ １４ １５ 
ディフェンス チームＡ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 
(試合開始時) チームＢ： □ マンツーマン  ■ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

 
 新潟商業はオールコートでマンツーマンプレス、ＢＧは２－１－２のゾーンで試合

開始。出だし新潟は⑫田中の３Ｐで得点、外から中心に攻撃をするが、ﾄﾞｲﾂＢＧの

高さに思うようにシュートが決まらず有利な展開に持ち込めない。対するﾄﾞｲﾂＢＧ

はリバウンドを支配し、⑨ｱｰﾈ・⑭ﾀﾞｳﾈ・⑮ﾎﾞｽがインサイドで得点を重ねリードを

奪う。新潟商業は必死にオールコートで食らいつき、速い展開を目指すがファウ

ルが相次ぎ、要所でパスミス、シュートミスもあり、４点のリードを許し第１Ｑ終了。 

 第２Ｑは２分に⑨西村・⑫田中の３Ｐなどで２８－２８と同点とする。しかしＢＧは

２ｍ10 ㎝の⑮ﾎﾞｽにボールを集める。このＱ⑮ﾎﾞｽが 12 得点し、４３－３９と４点リ

ードし前半終了。 

 第３Ｑは新潟商業⑫田中・⑪小林の３Ｐで２分には４７－４５と逆転に成功したの

もつかの間、ＢＧは高さのあるピックアンドロールを次々と決め、徐々にリードを広

げ、５分には５９－４９とする。新潟タイムアウトの後、双方ともスピーディーな展開

となり、６６－５４の 12 点差で第３Ｑ終了。 

 第４Ｑは、ＢＧのあたりが強くなり、新潟はなかなか得点できない。ようやく⑫田

中の３Ｐが４分に決まるが、攻撃がアウトサイド中心になり、得点が進まない。ﾄﾞｲ

ﾂＢＧは⑮ﾎﾞｽに頼らずバランスよく各選手がインサイドで得点し、結局８２－６７の

15 点差で終了。新潟は⑫田中が７本の３Ｐを含め２９得点。ＢＧは⑮ﾎﾞｽが 34 得

点。高さを生かしたインサイドプレーと、リバウンドを支配したﾄﾞｲﾂＢＧに軍配が上

がった。 

注意 : 文面には試合内容のみご記入下さい。 


